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報告

自律的な日本語学習能力

一 工学系留学生に対 する聞 き取 り調査 の分析―

ア プ ド ゥ ハ ン 恭 子*

本研究は、留学生が自律的な日本語学習能力 を獲得する援助 をす る教授法を開発す ることを目標

に、自律的に 日本語学習 を行 っていると思われる学習者 にはどの ような特徴があるかを、本人 とそ

の接触者への聞き取 り調査 によって検証 した ものである。14名 の学習者か ら日本語能力 の自己評

価、 日本語 ・専門科 目の学習方法、学習環境への対応 を聞き取 り、その接触者 による 日本語能力評

価 も考慮に入れてそれぞれの事例 を分析 した。調査の結果、自己評価における問題認識、困難 に直

面 したときの対処、 コミュニケーシ ョンへの積極性 において異なる、二つのグループに分 けられた。

各 グループの特徴 を分析 し、 自律的 な学習技能の獲得を支援する教授法 について考察する。

キーワー ド 自律 的言語学習能力、聞 き取 り調査、言語学習ス トラテジー

1.は じめ に

本研究は、留学生が自律的な日本語学習能力を獲

得する援助を行う教授法を開発することを目標に、

実践的な日本語使用段階で、自分で自分の問題点を

発見 し学習を企画していくことができる学習者には

どのような特徴があるかを、本人とその接触者への

聞き取 り調査によって検証 したものである。

学部や大学院に入ってくる留学生の日本語学習経

験は一様ではないが、入学時に学習 ・研究活動に十

分な段階に達している者は少なく、ほぼ全員が何 ら

かの点で問題点を抱えている。また、学習技能の面

でも、入学前の予備教育段階では授業や教科書で提

示された内容の予習復習を行うという学習で有効で

あった技能を、大学での授業や活動に日本語を実際

に使いながら鍛えてい く技能へ と変化させる必要が

ある。こうした状況への対応の成否は、学習者が自

分で自分に必要な事項を認識し、可能な方法を案出

していくことができるか否か、つまり、自律学習の

技能を獲得できるかどうかにかかっている。そこで、

専門基礎教育と並行 して行われる日本語教育の場で

は、自律学習技能の獲得を援助することを主眼とし

た学習活動を計画することが重要となる。
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自律的な言語学習に関 しては、1970年 代 に学習者

の役割を重視す る考 え方が顕著 にな り、「学習者が言

語 を習得するために使 う自律的な手段」 を意味す る

学習ス トラテジー という概念 を中心 に研究1)一3)が行

われてきた。日本語教育において も1990年 ごろから

学習ス トラテジー理論の紹介4),5)が進み、学習ス トラ

テジーや学習者の持つ ビリー フ(学 習者の持つ言語

学習に対す るイメージや考え方)の 調査6)-9)が行 われ、

学習者の特性10)に ついて も種々の要素が分析 されて

きた。そ して学習者の多様性 に対応 し、主体性 を高

めるために、 目標設定か ら教材 の選択、評価 まで学

習者が行 う個別的な学習 プログラムの提唱11)や 学習

ス トラテジー トレーニ ングなどの実践研究12)も なさ

れている。 しか しなが ら、 これ らの研究の際に学習

者の学習技能 を分析 した り自律性 を測った りす る指

標 となってい るのは、いずれ も海外 の研究 で作 られ

た質問紙を 日本語教育用 に作 り直 した もので、質問

項 目を構成 しているス トラテジーは重要度 が均一な

ものでも、類型 として定 まった もので もな く、学習

者の学習姿勢 を全体 として把握す ることが難 しい。

また、語学の学習ス トラテジーに限 らず、学部や大

学院での学習環境への適応 の態度 を含めて分析する

ことが、本研究の意図す る教授法の開発に とって重

要であると考えた。



2.方 法

調査の対象は、本学に学ぶ留学生とその周囲の人

(以下、接触者とする)で ある。本学の留学生の典

型的タイプとして、出身地 ・入学までの学習経験に

よって、次の4つ を認識 した:1)漢 字圏出身の学部

留学生、2)非漢字圏出身の学部生、3)直接入学の大

学院生 ・研究生、4)予備教育修了の大学院生 ・研究

生である。それぞれ、留学生本人と、留学生が 日本

語での接触が最 も多いと申告した人にインタビュー

を行った。申告された人への調査が出来なかった場

合には指導教員や先輩留学生などへのインタビュー

を行った。事例は合計14件 である。対象者の身分、

出身と日本語学習歴、接触者 との関係を下の表1に

まとめた。

質問項目は、本人に対 しては日本語能力の自己評

価、日本語 ・専門科目の学習方法、学習環境への対

応などである。接触者には留学生との接触状況や留

学生の日本語能力への評価を尋ねた。以上の項目を

決めてはいたが、実際の面談では各項目に関連する

と思われることをできるだけ自由に話 してもらう形

をとった。時間は本人には1時 間以内、接触者には

20分 程度である。

3。 結 果 お よび考察

本人に対する質問項目に沿って、学習者の特徴を考

察する。

3.1日 本語能力の自己総合評価

次頁の表2に 学習者の日本語能力についての自己評

価と自己の日本語能力に対する問題認識を簡単にまと

めた。自己評価については、おおむね満足 しているか、

まだまだ満足していないかで大きく二つに分かれた。

接触者による評価 も留学生の自己評価とほとんど一致

していたが、特に日本語能力に問題のある学習者Aと

学習者Lに 対しては、接触者の評価はそれほど低 くな

く、入学時からの上達を評価する内容であった。

3.2自 己評価における問題認識

自己の日本語能力についての問題認識としては語彙

に言及する者が多 く、大部分の学習者が自分の不足す

る語彙の分野について認識 している。自己評価の高い

者でも、より的確に自分の言いたいことが言えるよう

になりたい、より精密に言い表す語彙がほしいという。

そして書 き言葉的な表現の必要性も感じている。問題

認識のもち方としては、総合評価の高い者ほど個別の

問題認識が明確だと言える。さらに、自己評価の高い

者の場合、自己の弱点を尋ねたときに実際のコミュニ

ケーション場面で困難を感じたことを内省 して答えた

学習者が多かった。彼らは相手と話しながら自己モニ

ターを働かせ、自分が意志伝達するときに思うように

いかないのはなぜなのか自覚している。(例:「 適当

な言葉が見つからないときに遠回りして話す(K)」

「話 しているときに文の接続部分など間違いがあるの

が判っているが、そのまま話してしまう(M)」)そ

表1タ イプ別対象者の出身国 ・日本語学習歴とその接触者



れに対 して、自己評価の低い者の場合は会話の場面で

の自分の日本語の使い方というような日本語使用上の

評価はできない。

3.3日 本語学習方法

インタビューした学習者のうち、次の二人の学習者

が積極的に自分なりの日本語学習方法を案出している

ように思われたので報告する。

Jは 社交的な性格で、周囲の日本語環境に積極的に

働きかけて会話運用能力の向上に努めている。具体的

には、その日に出会った未知の語を覚えておいて後で

必ず辞書を調べ、翌日日本人との会話にその語を使っ

てみて確認すると述べている。 「間違ったら訂正すれ

ばよい、使わないと使い方が分からない」 という言葉

がこの学生の信念を表 している。

Bは 、話すことが得意であらゆる機会を積極的に使

ってコミュニケーションの場を広げている。日本人の

友人を作るだけでなく、無料のIP電話を使って日本人

と知り合って話をし、手紙を書いたり、旅行をした際

に案内してもらったりしている。講義では専門の言葉

をできるだけその場で書いて記憶するようにしている

という。日本語の授業においても、クラスによって、

意見を出す練習をする、技術について知識を得るなど、

表2日 本語能力の自己評価と問題認識

それぞれ自分の目標を設定 している。その他、テレビ

やインターネットを通 じて ドラマを見るなど日本語を

学習する機会を積極的に探 している。

以上2名 の学習者は共通 して周囲の環境に積極的に

働 きかけて日本語コミュニケーションを構築 しており、

加えて、Jに おいては会話運用時の自己モニターの働

きが、Bに おいては学習の企画能力が優れているとい

うことができる。

3.4専 門科目の学習方法=困 難に直面 したときの

対応

学部生の自己評価の高い者 も入学当時の学習には大

きな困難を感じていた。それは日本語能力の不足に加

えて、専門基礎科目において講義を聴いて内容を理解

し、知識を積み上げていくという学習技能を新 しく獲

得 しなければならないからである。自己評価の高い者

の日本語能力に対する評価には、この学習技能を獲得

した自信が大きく寄与していることが窺える。

専門基礎科目で困難に直面した場合の対応の対処

法 として大きく2つ ある。まず、積極的な対処 と言

えるものがある。

・ 教師の板書を全部ノー トに取る。教科書がわ

からなくても全部読む。それから母語で書か

れた参考書を読む。そしてまた日本語の教科

書を読み返す。(D)

・ 日本語の教科書 を読んで、分からなかったら

インターネットで調べてまた教科書にもどる。

(E)

・ 教師の話が分からなくても寝たりしないで、

知っている単語を拾いながらとにか く聞く。

帰宅して教科書を読み返す。(K)

このように一語一語の理解からのボ トムアップ的

理解ではなく、全体を見通 して個々を理解 していく

トップダウンの方法を案出 して体験 している。

それに対 し、レポー トを見せてもらったり、インター

ネットで調べて丸写 ししたりして、その場限 りの消極

的と言える対処をしている者 もいる。

3.5コ ミュニケ―ション構築の積極性

前項においてBが 日本語を使用する機会を積極的に

作っていることを観察 したが、この点でも大 きく2つ

のグループに分けることができる。



留学生は日本語の上達、あるいは上達 の難 しさの原

因を環境 に帰す ることが多い。概 して日本人は 自分か

ら留学生に話 しかけることが少 な く、友達 になるのが

難 しいというが、 日本人 との コミュニケーシ ョンをレ

ポー トの添削や、サ ッカーの相手な ど、 自分の意志で

その場限 りでない コミュニケーシ ョンを構築 してい る

学習者がいる。それに対 して、 日本語が下手 なので 日

本人学生 とあ まり話せ ない、話題が作れないと答 えた

り、おお よその意思疎通はで きるか らそれでいい、 と

分か らないことがあって も聞き流 した り、深い ことは

話せないのでその ような話題 を避 けた り、 コミュニ ケ

ーション構築 に際 して消極性 を示す者がいる。

これまでの結果 を表 にすると下の表3の ようにな り、

大 き く2つ のグループに分 けられる。グループIIは 自

分の 日本語能力に対する総合評価が高 く、 日本語学習

方法案出や専門科 目の対処法、 コミュニケーシ ョン構

築の面で も積極性が見 られ、 自律的 な学習能力 を身に

つけてい ると考えられる。それに対 してグループ1は

自己評価が不十分 なだけでな く、様々な面で問題 を抱

えていると思われ る。

3.6グ ループIの コミュニケーション上の問題点

この項では問題点 を明 らかにするため、 グループI

の事例 を出身別に挙げて、その コミュニケーシ ョン上

の特徴 を分析する。

3.6.1非 漢字圏学部生の事例

AとCは 、入学時の 日本語能力が不十分で大学での

日本語環境 に対 して不安が大 き く、充分ゆ とりをもっ

てコミュニケーシ ョンできていないことが察せ られる。

Aは 日本 人学生 とよく行動 を共に してお り日本語使

用機会は多いが、質問の意 図を一度で聞き取れない、

言い よどみや フィラーが多 く、短文や未完結の文が多

いなど、 日本人学生の理解に頼った形 でコミュニケー

シ ョンを成立 させていることが窺える。学習者3は 専

門基礎科目の内容を理解することに精力を傾けていて、

自分から日本語を発信していく余裕がない。

3.6.2漢 字圏学部学生の事例

自ら日本語の力が変わっていないか低下 したと評価

している学生である。特に文法を忘れたと答えたGと

Iは 構文的な化石化が見 られる学生である。

Gは 日本語を話す機会が少なく、正確に話す力や書

く力が低下 したという。普通体 ・丁寧体の切 り替えや

待遇表現が使えず、助詞や受動態など文法に不安があ

ると述べている。筆者の日本語の授業を受けていた1

年次には語の意味の正確な把握や、相手の意図を読む

力に欠けている面が見られた。

1は 日本語能力がかなり高く、積極的にコミュニケ

ーションをとる。語彙も豊富で内容的に深いことを話

すことができるが、構文的な自然さに欠けている。本

人は相手の意図を詮索 しながら話さない、正確に話そ

うとしてもできないのであきらめて気にせずに話 して

いるという。伝達内容や自分の主張をすることに重点

を置いて、形の分析や正確さに意識が届いていない。

Hも 日本語能力はかなり高いが、自己評価は高くな

い。生活面でも専門においても言葉が不足 し、限られ

た語彙の範囲で しか話 していない、深い話ができない、

未知の語や不明なところは聞き流し、難しい話を避け

ていると述べている。筆者の日本語授業を受講 してい

た1年 次には文法的な誤 りは少ないが、自分の意見や

考えの表出力に弱い面が見受けられた。

3.6.3問 題点のまとめ

以上のような事例から、コミュニケーションを阻害

している要因としては、コミュニケーションの構築 自

体を避ける消極性と、発話の正確さ不足の2つ が大 き

く挙げられる。前者は自己の日本語能力に対する不安

に起因し、後者は日本語能力の不足から来る発話時の

精神的余裕の不足、自己表出の優先、聞き手の意図を

表3各 学習者の特徴と、認識されたグループ



理解する力の弱さなどに起因していると考えられる。

4.自 律 的 な 日本 語 学 習 能 力 に お い て重 要 な

言 語 学 習 ス トラ テ ジ ー

ここで、 自律的に 日本語学習 を行 っていると考え ら

れるグループIIの 日本語学習への態度 を言語学習ス ト

ラテジーの観点か ら分析す る。

言語学習ス トラテジー とは 「学習者が言語 を習得す

るために自律的に使 ういろいろな行動」である。オ ッ

クス フォー ド3)は 学習ス トラテジーを次の6つ に分類

している。

直接 ス トラテジー

・記憶ス トラテジー(よ り効果的に覚 える)

・認知ス トラテジー(全 ての知的過程 を使 う)

・補償ス トラテジー(不 足 した知識を補 う)

間接ス トラテジー

・メタ認知ス トラテジー(自 分の学習 を評価す る)

・情意ス トラテジー(感 情 をコン トロールする)

・社会ス トラテジー(他 の人 と一緒 に学習する)

ネウス トプニー5)は この分類 にヒエラルキー を主張

して、3つ の間接ス トラテジーが 「習得のための基礎

構造の役割 を果 た し、これに よってインプ ットが容易

に得 られ、そのインプ ットに他の学習ス トラテジーを

適用 するか、自動(無 監督)習 得 を行 う」 と述べてい

る。

本調査の結果か ら学習者 によって報告 された学習ス

トラテジーの具体例 を挙げる と以下の通 りである。

・ 積極的 に機会 を探 して コミュニ ケー シ ョンを

試みる(社 会的ス トラテジー)

・ 自分 な りの学習方法 を案出 しようとする(メ タ

認知ス トラテジー)

・ 会話 運用 時 に自己モニ ターを働 かせ て問題 点

を認識す る(メ タ認知ス トラテジー)

・ 困難 に対 処す るときに全体 的な把握 に努 める

(認知ス トラテジー)

・ 覚えた言葉 をす ぐに使用 してみる(記 憶 ス トラ

テジー)

学習環境の構築の面での社会的ス トラテジー、メ タ

認知ス トラテジーの重要性が この聞き取 り調査か らも

観察 された。また情意ス トラテジーは観察 され なかっ

たが、専門科目での対処に成功 した学習者にはその自

信が感 じられ、社会的ス トラテジーの使用にも日本語

能力への不安や自信が関係するなど、情意面の重要性

が認められた。直接ス トラテジーにおいては、意図を

把握する、表現を分析 ・推論するなどの認知ス トラテ

ジーが、専門基礎科目での学習においても、日常での

日本語使用においても重要な活動 となっていた。

5.教 授 法 への示 唆

自律的な日本語学習能力を獲得する援助 となるよう

な授業とは具体的にどのようなものだろうか。

自律的学習というと学習者に目標設定や教材選択を

求めて自己評価表や学習観察記録などを通 して学習カ

ウンセリングを行 う13)という形が代表的であるが、大

学における日本語教育では多様な学習者が共に同じ課

題に取 り組むことから得られる教育効果が大きいので

はないだろうか。学習者が大勢の中の一人として学ぶ

中から自分の問題点を認識 し、克服する経験 をするこ

とが、大学 ・大学院での活動に必要だと考える。

グループ1の 学習者に社会的ス トラテジー、メタ認

知ス トラテジーを活i生化させるには、この聞き取 り調

査を元に自分の学習環境や学習方法をチェックするア

ンケートを作って実施 したり、問題のある事例を元に

学習環境への対応を話し合う授業を設けることも有効

であろう。また、専門基礎科目での成功者のス トラテ

ジーの紹介や専門語彙へのアクセスの方法、 日本人学

生への働きかけ方などの情報提供など、日本語学習以

外のサポー トも有効であろう。

前章での分析において、直接ス トラテジーの中で認

知ス トラテジーの重要性が観察されたので、教室活動

としては、情報の受信 と発信、分析 と推論、実践上の

正確さの練習を重点的に考える必要があるだろう。そ

のためには、聞きながらメモをとる、資料を見ながら

聞き取る、メモに基づいて話す、など複合的な技能の

練習が考えられる。このような複合的な技能の養成を

最終段階として、学習環境への適応に配慮 しつつ様々

な教室活動を入学当初から提供していきたいと考えて

いる。

今後は、上に述べた学習プログラムを実践 し、学習

者の自律的な学習技能の向上につながるかどうか検証



していきたい。
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Autonomous Japanese Language Learning Ability

- Insight from interviews with engineering foreign students -

        APDUHAN, Kyoko 
Faculty of Engineering, Kyushu Institute of Technology

 The goal of this research is to develop didactics to help foreign students acquire an autonomous Japanese 

learning ability. We conducted interviews to foreign students and the person who has close contact to each 

student. The self-evaluation of Japanese abilities, the methods of studying Japanese and engineering 

subjects, as well as the responses to the learning environment were obtained from 14 learners. We analyzed 

each case considering the contact person's evaluation of the learner's Japanese ability, and classify the cases 

into two groups based on students' attitude in recognizing the problems in the self-evaluation, in taking 

action when faced with difficulties, and his/her aggressiveness to communicate. 

Keywords: autonomyin language learning, interview, language learning strategy


